
山口市男女共同参画セン
ターの相談業務について

令和６年８月１日(木)

山口市人権推進課
男女共同参画室
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パープルリボン：
女性に対する
暴力根絶のシンボル

（資料１−３）



◎女性支援をめぐる国の動き

対象者が「女性であること」に着目した施策については、売春防止
法に基づく婦人保護事業として、「性行又は環境に照らして売春を
行うおそれのある女子」として定義される「要保護女子」の「保護更
生」を目的として開始
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社会・経済情勢の変化により、女性を取り巻く環境が大きく変化

○ＤＶ防止法により配偶者からの暴力を受けた女性に対する支援
を婦人相談所等が行うことが明確化

○ストーカー被害、性暴力・性犯罪被害や人身取引被害、家庭関

係破綻や生活困窮など、様々な困難な問題を抱える女性について
も、婦人保護事業の対象として運用



◎新法の成立

Ｒ４.５ 「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」
（以下、女性支援新法という）が成立

Ｒ６.４ 女性支援新法施行

○対象者：困難な問題を抱える女性
※ 性的な被害、家庭の状況、地域社会との関係性
その他の様々な事情により日常生活又は社会生活
を円滑に営む上で困難な問題を抱える女性
（そのおそれのある女性を含む。）
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婦人保護事業の売春防止法からの脱却を目指す動きが強まる



4【資料】厚生労働省



◎相談窓口の設置

第３次山口市男女共同参画基本計画（期間：R5年度～R9年度）
基本目標３ 「男女ともに健康で安全・安心な暮らしづくり」
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【具体的施策】

山口市男女共同参画センターに女性相談員を配置し、配偶者や
交際相手からの暴力、自分自身のこと、家族のこと、人間関係な
ど、様々な悩みごとについての相談に応じています。

【市の役割】
○女性相談員の配置
○最も身近な相談先として、必要な支援の
包括的な提供、他機関等への繋ぎ等を実施

○ＤＶや性暴力など男女間のあらゆる暴力の根絶と、相談業務の実
施など、困難な問題を抱える方への支援に取組むこととしている。
※困難な問題とは、仕事、家庭、DV、子育て、病気、介護、生活、人間関係などにおけ
る様々な困難な問題



◎相談体制

・相談員：女性３名体制
（令和５年度から１名増員）

・相談受付：週５日
火曜日～土曜日
１０時～１６時

・周知のための取組：
市報、ウェブサイト、各種イベントや
会議でリーフレット配布

・相談窓口周知カードの設置：
市の施設、大学、ショッピングセン
ター、銀行等のトイレ
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◎山口市男女共同参画センター女性相談員による相談件数の推移
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【資料】市人権推進課男女共同参画推進室調べ

・毎年度ほぼ２００件を超える相談が寄せられている。ほとんどが女性からの相談によるもの
・相談内容は、DV問題のほか、夫婦関係や親族関係などの悩みに関するものが多い傾向
・令和５年度は、約６割が新規の相談によるもの（実人数ベース）

R１年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

全件数 358 295 258 197 234

うちDV 27 20 32 21 67
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◎課題
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○相談窓口の認知度の向上

・DV等の相談件数は増加傾向にあり、困難な問題を抱える方が迷わず相談
できるよう、相談窓口の周知徹底が必要

○関係部署、関係機関との連携

現状等を踏まえ、課題を整理（主なもの）

○被害者への早期の支援

・ 「DV」等は重大な人権侵害であり、男女が互いの尊厳を重んじ、対等な関係
づくりを進める男女共同参画社会の形成を大きく阻害するものである。暴力を
許さない機運の醸成を図るとともに、被害の潜在化を防ぎ、被害者の早期発
見、早期対応につなげるために、広く広報、啓発を行うことが必要

・個々の状況に応じた適切な支援を行うため、関係部署や関係機関等との
連携の強化が必要



◎市の取組
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○相談体制の充実

女性相談員に対する研修を実施
・法テラス出前講座
・DV基礎講座（DV被害を受けた女性とその子どものための心理教育プログラムより）
男性相談の実施

○関係部署、関係機関等との連携強化

課題に対応するための主な取組

○女性支援調整会議への参加

⇒県や市町の女性支援関係部局及び福祉、医療、
法律、民間シェルター等の関係機関・団体で構成
（支援内容の協議）

・県女性支援及び配偶者暴力相談窓口担当者等初任者研修会への参加
・「DV対策庁内連絡会議」の開催



◎男性相談

【目的】

男性は悩みがあっても一人で抱え込む人が

多いと言われています。男性が気楽に相談

できる体制を整え、男女が安心して暮らせる

社会の実現を目指していくために、男性相

談員による男性のための電話相談を令和３

年６月から開始

男性相談員による男性のための電話相談

年度 R3 R４ R５

件数（件） 4 1 8

※R5から相談回数を月１回から月２回に増
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◎配偶者や交際相手からの暴力の予防啓発

↓ ＤＶリーフレット
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↑新山口駅南北自由通路

◎「女性に対する暴力をなくす運動」の実施
【内容】

毎年１１月１２日から２５日（女性に対する暴力撤廃国際日）までの２週間、「女性に対
する暴力をなくす運動」が実施されます。

配偶者やパートナー等からの暴力、性犯罪、性暴力、セクシュアル・ハラスメント、ス
トーカー行為等女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共
同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。

この運動を一つの機会ととらえ、女性に対する暴力の問題に関する取組を一層強化
することを目的としています。

【取組】
１ パープル・ライトアップ

場所：新山口駅南北自由通路、山口大学正門
趣旨：女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼び

かけるとともに、被害者に対して、「ひとりで悩
まず、まずは相談をしてください。」というメッセ
ージが込められています。

２ マルチディスプレイを活用した啓発
場所：新山口駅南北自由通路
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